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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 

ぜんのう の しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）は、 せい クルアーン に おいて つぎ の ように つげて おられます。 「あなたがた には   

すでに アッラー の しと と いう、 アッラー と しゅうまつ の ひ を まちのぞみ、 アッラー を おおく おもい おこす もの の ため の 

さいぜん のもはん が ある」。1  また、 わたしたち の あいする よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 ハディー

ス の なか でつぎ の ように かたって います。 「わたし は、 ぜんりょう な じんかく を かんせい させる ため に つかわされた」。2 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 

アッラー の しと（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 しんこう や すうはい と いった こと に かぎらず、 その じんかく に 

おいても あらゆる ひと の なか で かんぺき な かた でした。 よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）の どうとくせい 

は クルアーン に ありました。 わたしたち の よげんしゃ （かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 クルアーン が めいじる    

とおり の じんせい を あゆみ、 また クルアーン が きんじて いる こと を さけました。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 

わたしたち の よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 かぞく の ちょう と して おもいやり ぶかく あいじょう に  

みちて いました。 かれ の かてい は へいあん と あい に あふれて いました。 かていない に ぼうりょく や にくしみ を はいり こませる 

こと は けっして しません でした。 

よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 もっとも すぐれた きょうし でも ありました。 じんせい の あらゆる       

そくめん に ついて きょうゆう たち に おしえる  とき、かれ は こう かたって います。「わたし は、 ちち の ように あなたがた に       

おしえよう」。3  アッラー の しと（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 せいじつ かつ しんじつ で、 ぎりがたい ゆうじん で

も ありました。 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

ことば に おいても こうどう に おいても、 わたしたち は よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）を もはん と すべき 

です。 かれ の すばらしい じんかく を みちびき と する こと で、 わたしたち じしん も また ぜんりょう な じんかく を  み に つけ    

ましょう。 すうはい と いう たび を とおして、 みずから の たましい を かんせい させて ゆきましょう。 みずから の  かてい を こそ、   

ちじょう の らくえん と しましょう。 ゆうじん との あいだ に、 かぞく との あいだ に、 せいじつさ、 しんらい、 ちゅうせい の はし を     

かけましょう。 ぜん の ため に いま いる このよ を いみ ある もの と し、 らいせ を へいあん な もの としましょう。 つぎ の こと を  

わすれない ように しましょう。「もっとも ただしい ことば とは アッラー の しょ の こと であり、 もっとも すぐれた みちびき とは  ム

ハンマド の こと である」。4 
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